
 

 

  

 

 

第１回 市内地区まちづくり事例紹介 

『多屋を良くする会』 『瀬木区自主防災会』 

  平成 27年 6月 20日（土）、多屋を良くする会の大地建興氏、瀬木区自主防災会の藤井

友二氏をお迎えして事例紹介していただいた他、大濱裕氏（日本福祉大学准教授）にアド

バイスをいただきました。資料やワークショップ（グループによる話合い）結果の一部を

紹介します。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 27 年度 常滑市地区まちづくり講座 
～楽しく暮らそう！地区住民の力が笑顔をつくる～  

地域の高齢化、近所の人たちと話す機会の減少など、地域の人たちの交流が疎遠

になりつつあります。住んでいる所に誇りや親しみを持ち続け、お互いに助け合い、

安心して暮らし続けるためにどうしたらよいのでしょうか。 

昨年度から住民と市職員が一緒になって考える講座を始めました。今年度の第１

回、第２回を開催しましたので、皆さんに報告します。（平成 27年 9月） 

第１回、第２回を開催しましたので、皆さんに報告します。（平成 26年７月） 
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＜多屋を良くする会＞ 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜瀬木区自主防災会＞ 

 

 

主な取組 

・資源ごみ分別収集エリアでブロック分け 

・防災マップの作成 

・町内の話し合いで一時避難所を決定 

・防災訓練 

・安否確認ボードを整備 

 

 



 

 

第２回 『協働のまちづくりのコツ』 

  平成 27年８月８日（土）、講師に会議ファシリテーター普及協会の釘山健一氏、小野寺

郷子氏を迎えて講座を開催しました。当日の写真や参加者アンケートの一部を紹介します。 

 

会場に入った瞬間、パーティー

のような装飾と音楽に驚き、想像

していたものと全然違いワクワ

クした。３時間半の講座なんて長く

て大変だろうと思っていたが、あっと

いう間で楽しかった。 

 
まちづくりに何が一番大事なのか、

身をもって体験することができた。

「協働」という言葉をとても難し

くとらえていたが「市民と行政が

一緒にやること」、そのコ 

ツは「楽しくやること」と、今日しっかり感じ覚えたので、これから楽しくやっていき
たいと思った。 

 
協働の定義はずっと迷っていたので、この機会に学べて良かった。また、楽しく学ぶこと

ができ、まちづくりに興味がでた。いきなり課題を解決しようとせず、話し合う場がと

ても重要だと気づいた。明日からの業務に少しでも今日の知識を活かしたい。 

 

 



たくさん勉強になり、楽しい研修でした。地

域に持ち帰り実践したいと思いました。 

 

同じグループの人もとても話しやすく、心地

よかったです。やっぱり、常滑はいいなぁ…も

っとまちづくりについて学びたいと思い

ました。 

 
たくさんの人とお話ができて、楽しかった。後ろ向きに物事を考えたり、後ろ向きな言葉

を使わないようにしようと思った。協働を楽しんでやっていけたらと思う。まちづ

くりに対するイメージが変わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常滑市地区まちづくり講座 第４回の案内

開催日時 内容 講師 

１０月３１日（土） 

１４時～１７時 
講演会（住民自治組織について） 

立命館大学産業社会学部

教授 乾亨氏 

開催場所：常滑市役所      

主催 常滑市・常滑市市民協働推進委員会 

※観覧希望の方は事前申込不要ですので、お誘いあわせのうえお越しください。 

講座内容から一部抜粋 

・会議は「気楽に、楽しく、中身濃く」…笑顔・拍手の重要性 

・市民討議会の目的 

①地域のことを語り合う場②まちづくりって楽しいねっていう人を増やす 

・協働とは…「市民と行政が一緒にやること」  コツは「楽しくやること」 

         ×NG ワード：「問題」「課題」、(共通の)「目的」「目標」、「対等」 

・人はいつ動く？ 
①楽しいとき②身の丈③雰囲気④スキルを身につけた時 

   ※人を変えることはできないが、雰囲気に呑まれて人は変わる。 

常滑市総務部安全協働課（市民協働チーム） 

〒479－8610 常滑市新開町 4 丁目 1 番地  TEL：0569‐47‐6108 FAX：0569‐35‐7879 

E メール：anzenkyodo@city.tokoname.lg.jp 

問
合
せ
先 

 

参加者募集 


